
！、㌔二会だより  

OR学会だより 本蕪 ズサチ斡   
事前振込み参加兜：韮巾賛助会員3，000閏，学生会員  

1，000津一首，非会員4，000陸寸  

当田中込み参加費：正椚賛助会員4，000円，学生会員   

2，の00F1刀，非会員5，000円  

＊事前振込みはS月号に綴込みの振替用紙にて9周3   

悶（瀾）針でに踪膝込みW番い㌧ 折り適し，メール又   

は『ÅⅩにて受付番号をお知らせ致します（欠席の   

場合，参加薯の返金はできません。予稿集を送付致   

します愉）  

＊詳しくは，httpノ／www由OuS．aC．jp／or2001fallをご   

覧軒‘さい。   

噴き平成胤3年度秋季研究発表会   

日 程二   

平成13件9月12巨頚（水），13（木）研究発表会  

9月14折ヨ（食）見学会  

場 所：仁和1」理科大学（岡肛市埋大町1－1）  

特別テ叫▽：「福祉とOR【安全。安心。活力」  

実行委最長：戌久洋之（岡山理科大学）  

特別講演：一般公開（入場無料）   

9月仁㍑＝二＝水）13：30～14：30  

「大嵐イオン濃度の異常変化と地震危険予知一鳥取   

損西部地震と芸子地震を例として一」  

剛山理科大学教授 弘原海 浦   

9月13＝（木）13：30～14：30  

「IT時代の鉄鋼生産管理システム」  

川崎製鉄株式会社 常務取締役水島製錬所長  

朴井功一  

事前振込み参加費：正中賛助会員6，000円，学生会員   

2，000＝，非会員8，000円  

当田中込み参加費：並の賛肋会員7，000円，学生会員   

3，0鋸け軋1非会員10，000開  

登壇料：非会員のみ，参加費と別途2，000円／件（本   

学会の許可が必要）  

＊事前振込みは8月号に綴込みの振替用紙にて9月3   

田（用）までにお振込み滞きい。折り返し，メール又   

は『AXにて受付番号をお知らせ致します（欠席の   

場合，参加署の返金はできません。アブストラクト   

集を送付致します。）  

オペレーションズ①リサーチ   

1：∴、－∴・－－．、こ㌔・  、  

事例研究賃の応募要項は下記の通りです血 応募され  

る方は会員の推薦状（所定用紙）をつけて，表彰委員  

会に申し出て下さい。  表彰委員会  

［応募畢項］   

学会員の行ったすぐれた事例研究に対して贈られま  

す¢ 学会員個人に限らず，学会員を含むグループも対  

象になります。事例研究の対象としては，ORの教  

育。実務において広く学会員に役立つソフトウエアの  

開発も含みます仰 但』9 その研究は9 学会誌，学会の  

大会等，本尊舎にお』、て発表（ソフトウエアの場合ば  

デモン諷睦虹阿州ションを含む）ざれたものに限ります血   

なお，ソフトウエアの開発の場合は，そのソフトウ  

エアの本体あるいはサブセット版（機能限定等）が無  

償で学会員に提供されることが前提になりますが，本  

体が市販される目的で開発されたかどうかは問いませ  

ん。   

なお，この賞を含めて本年度Fl本OR学会各賞候補  

ご推薦のお願いはOR誌10月号に掲載予定ですひ   

⑳第穏6図シンポジウム   

岡 田寺：平成13年9月11田（火）  

場 所：岡山理科大学（岡山満理大町1－1）  

実行要員長：坂和正敏（広島大学）  

テ画マ：「ファジィOR」  

プ烈グラム：（＊は発表者）  

印10：00～10：15「ファジィOR」   

坂和正敏（広島大学大学院工学研究科）  

（2）10：15～11：15「ファジィ組合せ最適化」   

石井博昭（大阪大学大学院⊥学研究科）  

（3）11：15～12：15「可能性計画法：考え方と発展」   

乾m雅弘（大阪大学犬学院」二学研究科）  

（4）13；30～14：30「大規模多目的ファジィ計画法」   

坂和正敏，＊加藤浩介（広島大学大学院ユニ学研究科）  

（5）14：30～15：30「ファジィゲーム」   

＊西崎一郎，坂和正敏（広島大学大学院工学研究科）  

（6）15：50～16：50「ファジィ動的計画法」   

岩本誠一（九州大学大学院経済学研究院）  

詔署6（50）  © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



学会だより  

るとともに，組織における経営上のさまざまな問題   

を身近で理解しやすい事例を使いながら，マイクロ   

ソフト・Excelのワークシート上に作ったモデルを   

使って解決する方法を解説する．  

日 時：平成13年7月19日（木）9：30～16：45  

会 場：東京ガス㈱本社ビル（港区海岸ト5－20）  

プログラム：  

（1）9：30～11：45「企画案の選択」   

講師：文教大学教授 真鍋龍太郎  

幾つかの企画案の中から一つを選択する場合に，   

相反する評価基準があって戸惑うことが多い．その   

ように相反する複数の条件下で複数候補案を評価選   

択するという複雑な意思決定をする上で役立つ階層   

化意思決定法（AHP）について解説する．  

（2）13：00～14：00「ORによる問題解決」   

講師：東京工業大学名誉教授 森村英典  

オペレーションズ・リサーチ（OR）は様々な実   

務問題解決のための方法として考え出され，産業で   

も，行政でも広く使われ成果を挙げて来た．これら   

ORの手法の全般を概説し，その基本的考え方を解   

説する．  

（3）14：05～16：45（途中休憩15分）「生産や輸送の   

問題解決のためのOR」   

講師：株式会社ユタゼ技術顧問 高井英造  

実務の場でしばしば出くわす生産や輸送等の問題   

は，線形計画法（LP）として定式化できる場合が   

多い．近年このLPがパソコン上で手軽に解けるよ   

うになった．LPモデルビルディングと応用事例等   

に関して解説する．  

参加費：正・賛助会員25，000円，学生会員5，000円，   

非会員30，000円  

申込方法：7月6日（金）までに学会事務局へE－mail   

またはFAXにて  

（申込書はOR誌6月号綴込みをご覧下さい．）  

問合せ先：㈱日本オペレーションズ・リサ岬チ学会事   

務局（〒113－0032文京区弥生2－4－16 学会センタ   

ービル）   

Tel．03（3815）3351Fax．03（3815）3352   

E－mail：kenkyu＠orsj．or．jp   

⑳第13回RAMPシンポジウム   

日 程：平成13年9月19日（水）10：15から  

20日（木）17：30まで  

場 所：アクトシティー・コングレスセンター  

（51）377   

懇親会：9月12日（水）18：00～   

岡山理科大学内レストラン「たんぼぽ」  

（懇親会費：5，000円）  

見学会：9月14日（金）   

川崎製鉄 水島製作所見学  

問合せ先：岡山理科大学工学部 太田垣博一  

（〒700－0005岡山市理大町1－1）   

Tel／Fax．086（256）9524   

E－mail：Ohtagaki＠ee．ous．ac．］p  

＊詳しくは，秋の大会のホームページhttp：／／www．   

ous．ac．jp／or2001fallをご覧下さい．   

⑳第8回企業事例交流会   

趣 旨：企業事例交流会とは企業のOR実務担当者に，   

OR実施例（問題の発生からさまざまな苦労を経て   

解決に至る苦労話など）を，新規研究の研究発表と   

いう形式ではなく，ORの通用事例という位置付け   

で発表していただくものです．  

日 程：平成13年9月12日（水）  

場 所：岡山理科大学（岡山市理大町卜1）  

聞合せ先：川崎製鉄水島製鉄所 企画部能率室 山根   

明 E－mail：a－yamane＠kawasaki－Steel．co，jp   

⑳平成14年度春季研究発表会   

日 程：平成14年3月27日（水），  

28日（木）研究発表会  

場 所：富山国際会議場 大手町フォーラム（富山市   

大手町1番2号）  

特別テーマ：「地方分権とOR」  

実行委員長：中島恭一（富山県立大学）  

発表申込締切：平成13年12月10日（月）必着  

⑳平成13年度第1回ORセミナーのご案内   

『ORを使おう』qEXCELを使った実務問題   

の解決と情報活用法一   

関催趣旨：モデルを使って意思決定を考えていくのが   

ORの基本である．近年，先進的な経営管理手法と   

して話題になっているサプライチェーンマネジメン   

トのような問題も，実は比較的古典的といえるOR   

の手法を使って解決できることが意外と多い．単に   

情報技術（IT）を使うのではなく，仕事のやり方   

を改善した上でITを使わないと効果はないので，   

いまやORは現代の強力な技法なのである．  

本セミナーでは，ORに対する基本的理解を深め  

2001年7月号  
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



学会だより  

（浜松駅隣接）  

童 催：田本オペレーションズむリサrチ学会  

後 援：浜桧商＿仁会議所，浜松正業会，静岡大学二1二学   

振興基食，浜松観光コンベンションビューロー ，オ   

血クラアクトシティホテル浜松  

参加費：一般狛購刷れ 学生2，000FIヨ  

懇親会費二一般翫㈹机凡 学生2，（）00Pj  

論文集のみ：4，000円  

プログラムニ  

9周温9田（水）乱の：鼠5～且7：30  

Sess議のrl二魁：「デ卯夕▽イニングの最前線」   

オーガナイザー：山下 浩（数≡哩システム）  

11。lの：15～10：55「購買履歴からのデータマイ  

ニング」加藤直樹（京都大学）  

1－2。1ユ：00～11：40「サポートベクターマシンと  

その応川」山粁 措（数理システム）   

護【3。11：45～12：35「データ解析と内点法」土二谷  

隆（統計数理研究所）  

12：35～14ミ00 休憩  

Sess示om2：「臥ジスティツクスの最前線」   

オーガナイザー：高井英造（㈱エクゼ）   

2」L：M∴10～14：50「配送計画問題の理論と応  

用」代闘文男（㈱コーペック）   

22，14：5515：35「ITSの各種課題解決におけ  

る最適化手法の利鞘、垂加勺経路誘導の歴史と  

今後の発展を中心に一」天闘健二（住友電気  

」二業㈱）  

15：35～16：00 休憩   

2－3．16：00～16：40「セメント製造業における生  

産物流最適化システム」香田 毅（太平洋セ  

メント㈱）   

2【4。ユ6：舶17：25「LP／MIPを利用したロジス  

ティックス問題の事例（CAPS）」後藤一孝  

（沖電気工業㈱）  

18：00～20：00 懇親会（ホテルオ門クラ）  

9月20田（木）9：3¢～17：30  

Sess云om3：「離散最適化の最前線」   

オ困ガナイザー：藤衷 情（大阪大学大学院）   

31。9：30～10：55「知識表現とホーン論理関数」  

牧野和久（太阪大学大学院）  

10ニ55～11：15 休憩   

3－2も11：15～12：40「劣モジュラ関数最小化とそ  

の周辺」岩層］覚（東京大学大学院）  

12：40～14：00 保体み  

3習＄（52）  

Session4：「数値計算法の最前線」   

オーガナイザー：長谷川 秀彦（図書館情報大学）   

4－1．14：00～14：45「こんなに簡単にはやくでき  

るようになった精度保証」大石進一（早稲田  

大学）   

4【2。乱4：45～15三30「大規模線形問題の数値解法  

について」張 紹良（東京大学）  

15：30～16：00 休憩   

4】3．16：00～16：45「数値例で見る非線形方程式  

の反復解法」櫻井鉄也（筑波大学）   

4【4．16三45～i7：15「なんでも質疑応答」  

17：15 閉会の挨拶  

＊同時開催ニ9月21田（金）0陀秋の学校（SSOR繰   

越し食による企画）内容：「OR入門講座」（講師   

今野浩氏，高井英道民，松井泰子氏）十学生発表  

問合せ先：静岡大学1二学部システム工学科 八巻直一   

Tel／『ax．053（478）1214（浜松市城北3－5－1）   

Ewmail：yamaki＠sys．eng．shizuoka．ac．jp  

＊詳しく は，http：／／facet．sys．eng。Shizuoka．ac．jp／～   

ramp／をご参照軒－さい。ホテルはあのホテルオーク   

ラが特別割引でシングル60室，学生用多数用意し   

てあります。8月20日までにご二子約下さい。上記   

URから㌢約ができます。ぜひご覧下さい。   

⑳研究部会◎グル剛プ開催案内   

〔システム最適化の≡哩論と応用〕  

。第且6回  

田 時：7月7『1（l二）14：00～17：00  

場 所∵九州大学経済学部2階中会議室  

テ叩マと講師：  

（1）「l！本株式市場における株価収益率分布とニュース   

の関係」   

森保 洋（長崎大学経済学部）  

（2）「データ分析のためのデータ分類機能」   

－㌧川哲也（九州大学大学院経済学研究院）  

聞合せ先：九州大学大学院経済学研究院 時永祥三  

（細岡市東区箱崎6－19－1）   

Tel／『axuO92（642）2466   

E－ma豆1：tOkinaga＠en．kyushu－u．aC．jp  

〔待ち行列〕  

⑬第158園  

田 時：7月14［ヨ（．上）14：00～17：30  

場 所：東京工業大学丙8号館（1町）809号室  

オペレーションズ凸リサーチ   
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



学会だより  

＊詳しくは，http：／／www．taf，Or．jp／をご覧下さい．   

⑳他学協会案内  

他学会等が主催する大会やシンポジウムで当学会が  

協賛しているものについては，原則として主催学会の  

会員と同じ費用で参加できますので，皆様奮ってご参  

加ください．  

・スケジュー リング・シンポジウム2001（協賛）  

主 催：スケジューリング学会  

日 程：平成13年10月9日（火）～10日（水）  

場 所：北海道大学 学術交流会館（札幌市北区北9   

条西4丁目）  

問合せ先：京都工芸繊維大学 機械システム」二学科内   

スケジューリング学会事務局   

E－mail：SSJ＠ipc．kit．ac．jp  

＊詳しく は，http：／／www，rakuno．ac．jp／ss2001／  

index．htmをご覧下さい．  

・第44回自動制御連合講演会（協賛）  

日 程：平成13年11月22日（木）～23日（金）  

場 所：慶應義塾大学理工学部（横浜市）  

問合せ先：（神目本機械学会（新宿区信濃町35）   

Tel．03（5360）3500  

＊詳しくは，http：／／www．jsme．or．jp／をご覧下さい．   

⑳公募案内   

・東京都立大学 経済学部  

募集人員：教授，助教授または講師1名  

募集分野：マネジメントサイエンス（経営科学，OR），   

学部学生，大学院生，社会人等の教育を担当．  

着任時期：平成14年4月1日  

提出書類：履歴書，研究業績リスト（審査付き論文，   

著書，その他，に分記），過去の研究内容と今後の   

研究教育について（1200字以内），主要論文2本の   

コピー  

応募締切：平成13年7月31日  

間合せ先：〒192－0397東京都八王子市南大沢ト1   

東京都立大学経済学部 中塚研究室   

Tel．0426（77）2322   

E－mail：tnaka＠bcomp，metrO－u．aC．jp  

＊詳しくは，上記にお問合せ下さい．  

・広島大学大学院工学研究科複雑システムエ学専攻  

募集人員：教授1名  

所 属：複雑システム基礎諭講座人間情報学教育科目  

専門分野：社会システム工学，人間情報処理，競争シ  

（53）379   

テーマと講師：  

（1）「The Sem卜Regenerative Method of Simulation   

OutputAnalysisJ   

Marvin Nakayama（NewJerseyInstitute of   

Technology）  

（2）「EffectivelocalbuffersizeinaFMS」   

山崎源治（東京都立科学技術大学）  

（3）「揺らぎ発生のメカニズム」   

町原文明（東京電機大学）  

問合せ先：東京工業大学 大学院情報理工学研究科   

数理・計算科学専攻 三好直人   

Tel．03（5734）3218   

ETmail：mlyOShi＠is．titech．acJP  

〔COM・APS（先進的スケジュLリング）〕  

・第4回  

日 時：7月19日（木）18：00～20：00  

場 所：青山学院大学 青山キャンパス総研ビル  

テーマ：「制約プログラミングは計画系システム開発   

に役立つか？」  

講 師：山崎雅史（アイザック 技術開発部）  

問合せ先：東洋大学経営学部経営学科 今泉 淳   

Tel．048（468）6342   

E－mail：jun＠prod．mng．toyo，aC．jp   

⑳会合案内   

〔第210回新宿OR研究会〕  

日 時：7月17日（火）12：00～13：30  

場 所：東天紅会議室（新宿センタービル53F）  

テーマ：「鉄道の安全を考える」  

講 師：曽根 悟氏（工学院大学教授［東京大学名誉   

教授］）  

参加費：3，000円  

問合せ先：日本OR学会事務局   

⑳助成案内   

・第17回電気通信普及財団賞 論文募集  

テーマ：1．テレコム社会科学黄・同学生賞1電気通   

信についての社会科学的観点からの研究   

2．テレコムシステム技術賞・同学生賞一電気通信   

およびそれに関連する情報処理についての工学的，   

技術的観点からの研究  

応募締切：平成13年9月30日必着  

問合せ先：〒105－0003港区西新橋1－6－11㈲電気通   

信普及財団 Tel．03（3470）7518  

2001年7月号  
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！学会だよ り  

ステム論，進化システムなどに関連する理論や方法   

論を用いた人間中心の複雉システムに関する研究分   

野  

担当科因：人間知識情報学持論Ⅰ，技術倫理持論，経   

営組織論  

応募鷺格：博士の学位を有し，大学院（博士課程）の   

担当ができ，当該尊F－『分野での顕著な業績のある方  

着任時期：」陪成1か解4月1甘】  

提出薔頬：履歴書㌧ 研究業績リストヮ 研究諭又概要，   

学位論文，学術論文の別刷，著書，教育実績および   

教育に関する見解，研究計画書，推薦状1通および   

本人に関する所見を求め得る2名の方の氏名と連綿   

党  

応募締・切：平成13年10月1ぎヨ（周）必着  

聞合せ先：〒739－B527東広島市鏡山1【4【ユ   

広島大学大学院二虹学研究科 複雑システムニ工学専攻   

専攻長 坂和正敏   

Tel／『ax。0824（24）7694   

E－maii：Sakawa＠msl．sys．hiroshima－u．aC．JP  

＊提錐㌔書類は項目のみを掲載しておりますので，詳し   

くは，お問合せいただくか，http：／／www．sys。   

hiros旦1ima－u．aC．jp／をご覧下さい。   

⑳支部事務局のお知らせ   

（ド線部は今年度変更）  

0田本①陀学会北海道支部   

支部長三長谷川淳（北海道大学）  

沖田本①同学会中国◎四国支部  

支部長：河合 －・ふ（鳥取大学）  

Te且．の857（31）5306 『ax．0857（31）0∂82   

幹事：小柳淳二（鳥取大学）  

Tel．0857（31）5335 Fax．0857（31）0882  

。田本の陀中食九州支部   

支部長：浜田和樹（西南学院大学）  

Tel．092（823）4418 Fax。092（823）2506  

幹事：池丑二匡亮（西凋本鉄道㈱）  

Tei。092（734）1252 Fax．092（715）0787  

会員名簿の発行＆＝つ』ヽて  

本年10J〕末をH標に，「会員名簿」を3年ぶり  

に印行することとなりました。会員の皆様方には，  

原簿の訂正作業，広告の紹介など，多大のご協九  

ご支援を噴くことになります。   

新しい時代に相応しい名簿作成を臼指したいと  

存じますので，よろしくお願いします。  

名簿刊行委員長 逆瀬川 浩孝  

Tel。011（706）6475 『ax。011（706）7890  

幹二事：北 裕幸（北海道大学）  
⑳平成且3年度会費納入のお願し、（事務局）  

竹戊ユ3年度の会費請求書をお送りいたしましたの  

で，お㌔4一めにご送金くださるようお暇いいたします。  

なお，12年度の会蟄を未納の方は合わせてお支払い  

くださるよう重ねてお願いいたします。  

〔預金口座振替ご希望の方へ〕   

預金i咽冬振替をご希望の正会員の方は，学会事務局  

までrrEL，FAX，郵便にてご連絡ください。折り返  

し預金m廃墟替依頼書をお送りいたします。  

TeM）11（706）6476 Fax．011（706）7890  

。田本0柁学会東北支部   

支部長：山本 保   

幹事∵＝』下英明（東北大学）  

Tel．¢22（217）6888 『ax．022（217）6888  

ゆ田本①関学会中部支部  

支部長二大野勝久（名古屋二l二業大学）  

Tel．052（735）5390 Fax．052（735）5390  

幹事：大鋳史男（名古屋二】二業大学）  

Tel。052（735）5393 『ax．052（735）5401  

¢関本訓射撃金閣西支部  

支部長二寺岡義仲（大阪府立大学■）  

捌州捌川州榊州州榊州州‖川川川＝川棚脚㈲肌肛榊川州  

学会事務局夏期休暇のお知らせ  

S月6巨∃（月）～10匠∃（金）  
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Tel．り722（54）9670 Fax．0722（54）9930  

幹事：北修仁志（大阪府立大学）  

Tel。0722（54）9690 『ax．0722（54）9930   

詔忍⑬（54）  
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